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　今年も自然薯の季節がやってきました。

　晩秋の早朝、冷え込みにより霧に覆われます。霧が発生する気候条件により、粘りの
強い上質な自然薯ができるとされています。
　自然薯は消化促進に優れ、滋養、強壮に効果があるスタミナ食品としてもよく知られ
ており、贈答品としても人気があります。

　佐用町自然薯部会（会員２１名）は、１１月７日から道の駅宿場町ひらふく、真盛直
売所のほか町内２ヶ所で販売を始めます。
　町内では部会員の皆さんを中心に、約 70 ａで栽培されています。

令和元年の品評会のようす
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申
込
み
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
地
域
の

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

農業委員会からの
お知らせ

infomation
問℡ 82-0667

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
8
月
20
日
に
町

内
一
斉
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
昨
年

度
に
許
可
を
し
た
農
地
転
用
の
進
捗
状
況

と
、
遊
休
農
地
の
発
生
状
況
を
中
心
に
農

地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
草
が
生
い
茂
り
、

管
理
が
不
十
分
な
農
地
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
管
理
を
怠
る
こ
と
に
よ
り
、
害
虫

や
害
獣
の
す
み
か
と
な
っ
た
り
、
不
法
投

農地パトロールの様子

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ

ん
か

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
週
刊
の
農
業
専
門

誌
で
す
。
農
業
者
の
幅
広
い
情
報
を
週
刊

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

■
様
々
な
問
題
に
、
じ
っ
く
り
鋭
く
迫
り

ま
す

　

週
刊
誌
の
特
性
を
生
か
し
て
、
企
画
を

重
視
し
じ
っ
く
り
と
解
説
を
し
ま
す
。
ま

た
、
農
政
・
時
事
・
経
営
問
題
に
は
鋭
く

斬
り
込
み
、
１
週
間
の
農
業
・
農
政
の
動

き
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

■
充
実
し
た
経
営
情
報
と
流
通
の
現
場
情

報
を
伝
え
ま
す

　

激
変
・
変
革
の
時
代
。
専
業
・
兼
業
を

問
わ
ず
農
業
経
営
に
と
っ
て
「
情
報
」
が

命
で
す
。「
経
営
・
技
術
・
流
通
」
で
、

経
営
に
役
立
つ
旬
の
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
。

■
地
域
を
元
気
に
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す

　

地
域
別
の
中
山
間
農
業
や
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
の
地
域
農
業
の
活
性
化
事
例
や
、
鳥

獣
外
対
策
に
つ
い
て
提
供
し
ま
す
。

■
月
４
回
金
曜
日
発
行

■
月
７
０
０
円
（
税
込
）

　

農
地
に
関
す
る
許
可
申
請
の
締
め

切
り
は
、
毎
月
末
で
す
。

　

12
月
委
員
会
分　

11
月
30
日
㊊

　

1
月
委
員
会
分　

12
月
28
日
㊊

　

2
月
委
員
会
分　

1
月
29
日
㊎

　　 許
可
申
請
締
切
日

困
り
の
際
に
は
、
地
域
の
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
こ
と
を
知
り

つ
く
し
た
農
家
の
た
め
の
年
金
で
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
も
、
農
業
者
年
金
に
加

入
し
て
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

　
　
農
業
者
年
金
の
特
徴

★
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従

事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

★
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ
で
も
見

直
し
で
き
ま
す
。

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ（
月

額
2
万
～
6
万
7
千
円
の
間
で
千
円
単

位
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

★
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。（
支
払
っ
た

保
険
料
の
15
％
～
30
％
程
度
が
節
税
）

　

ご
加
入
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
農
業
者

年
金
基
金
ま
た
は
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
者
年
金
基
金

　

☎
０
３
‐
３
５
０
２
‐
３
１
９
９

棄
さ
れ
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
草

刈
り
や
耕
耘
な

ど
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
地
に
つ
い

て
の
疑
問
や
お
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